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歳入決算　１９５億７,９３８万円

■市税の構成比
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■市全体の会計別決算の状況
歳入歳出差引額歳　　　出歳　　　入平成１６年度決算の内訳
２０億０,９２７万円３２３億７,５５１万円３４３億８,４７８万円決算総額
１５億７,２２９万円１８０億０,７０９万円１９５億７,９３８万円一般会計
３億２,４０５万円１０９億７,０４０万円１１２億９,４４５万円特別会計
２億８,９３０万円２２億８,４６２万円２５億７,３９２万円国民健康保険特別会計（事業）

１,１５３万円４億１,８６１万円４億３,０１４万円国民健康保険特別会計（施設）
△４,５０４万円２８億６,８７８万円２８億２,３７４万円老人保健医療特別会計
３,６５８万円１９億３,２８９万円１９億６,９４７万円介護保険特別会計
５６３万円１９億４,９００万円１９億５,４６３万円公共下水道事業特別会計
４９万円９億４,７６３万円９億４,８１２万円簡易水道事業特別会計
７２７万円３億９,９７７万円４億０,７０４万円農業集落排水事業特別会計
１,２４３万円１億１,３２２万円１億２,５６５万円温泉事業特別会計
２９５万円４,６７４万円４,９６９万円駐車場事業特別会計
１３９万円８９７万円１,０３６万円交通災害共済事業特別会計
１２３万円１１万円１３４万円上財産区特別会計
２９万円６万円３５万円遠山財産区特別会計

１億１,２９３万円３３億９,８０２万円３５億１,０９５万円企業会計
４,９２１万円１３億３,９２７万円１３億８,８４８万円収益的病院事業会計 ３億０,３７８万円８億４,８６４万円１１億５,２４２万円資本的
３,０９０万円４億１,９１７万円４億５,００７万円収益的水道事業会計 △２億６,４９５万円５億９,１０６万円３億２,６１１万円資本的
２１６万円１億８,５４１万円１億８,７５７万円収益的介護老人保健

施設事業会計 △８１７万円１,４４７万円６３０万円資本的

■一般会計の科目別歳入歳出決算額
決算額　科　　目

１９５億７,９３８万円歳入総額
２３億１,５５７万円市税
４２億７,３０２万円地方交付税等
３３億６,９２４万円地方交付税
３億５,５０２万円地方譲与税
２億３,０６４万円地方消費税交付金
１億６,２４８万円自動車取得税交付金

９,４８６万円ゴルフ場利用税交付金
４,４１８万円利子割交付金
９０３万円株式等譲渡所得割交付金
４５２万円配当割交付金
３０５万円交通安全対策特別交付金

３７億２,４１０万円市債
２７億５,０３３万円県支出金
１６億０,２５１万円国庫支出金
１３億５,６８１万円繰入金
３億２,００２万円使用料・手数料
２億３,６１５万円分担金・負担金

５,４０９万円財産収入
１,８４９万円寄附金

２９億２,８２９万円諸収入

１８０億０,７０９万円歳出総額
３２億８,１１６万円公債費
２４億６,６８５万円民生費
２３億２,０４２万円総務費
２２億３,４２２万円土木費
２０億６,２１９万円衛生費
１９億１,０７０万円教育費
１５億３,７９５万円農林水産業費
１０億３,６１５万円諸支出金
５億４,７４７万円消防費
２億８,４７６万円災害復旧費
２億３,６０７万円商工費

８,１３３万円議会費
７８２万円労働費

歳出決算　１８０億０,７０９万円

※合併後最初の決算のため、繰越金がありません。また合併前の
各市町村の会計を年度途中で決算したため、黒字となる会計の決
算剰余金を歳入の諸収入で計上し、赤字となる会計の補てん金を
歳出の諸支出金に計上しています。
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　市民１人当たりに使われた市のお金（一般会計歳出）３１万３,８５５円（※諸支出金を含む）

 教育費 衛生費 土木費 総務費 民生費 公債費
３万３,３０３円３万５,９４３円３万８,９４１円４万０,４４４円４万２,９９６円５万７,１８９円

 労働費 議会費 商工費 災害復旧費 消防費 農林水産業費
１３６円１,４１８円４,１１５円４,９６３円９,５４２円２万６,８０６円

　昨年度の約半年の決算を市民１人当たりに
するとどのくらいの額になるのでしょうか。
人口は平成１６年度の最終月である平成１７年３
月３１日現在の５７,３７４人で計算しました。

歳出（一般会計）　

市税負担　　　  　

市債残高　　　　

基金残高　　　

市民１人当たりの

決算額
 借　金 

■市債（市の借金）の状況
平成１６年度末残高内訳
６２９億８,１８８万円総計
３８０億３,７６１万円（一般会計）
７８億７,１７８万円土木債
５７億５,５８０万円衛生債
５４億４,９６４万円教育債
４４億１,１３５万円過疎対策債
４４億０,４２０万円臨時財政対策債
３８億９,０４９万円農林水産業債
１３億７,１２０万円辺地対策債
１３億６,８７８万円住宅債
１０億９,３３０万円民生債
１０億０,８９５万円減税補てん債
４億０,８６５万円消防債
３億６,４６８万円臨時税収補てん債
２億７,３３４万円災害復旧事業債

８,８６０万円合併特例事業債
８,３７７万円総務債
７,３９８万円県貸付金
７,２５６万円商工債
４,６５４万円特定資金公共事業債

２０３億２,８７１万円（特別会計）
９７億８,７５９万円公共下水道債
６７億１,１０２万円簡易水道債
２６億３,０４５万円農業集落排水事業債
５億１,０５７万円介護保険施設事業債
３億５,８０６万円国民健康保険（診療所債）
３億３,１０２万円駐車場整備事業債
４６億１,５５６万円（企業会計）
２２億０,８４８万円水道債
１５億５,３６０万円病院事業債
８億５,３４８万円介護老人保健施設事業債

※市では財源措置のある有利な事業を選択して
市債を発行しており、一般会計と特別会計を合
わせた市債の元利償還金の約半分は地方交付税
として国から交付されます。

３１万３,８５５円

４万０,３５９円

１０９万７,７４２円

１６万５,５００円
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貯　金 
■基金（市の貯金）の状況

平成１６年度末残高内訳
９４億９,５３９万円総計
８３億４,９２０万円●積み立てる基金

（一般会計に属する基金）
２６億０,９７４万円財政調整基金
９億９,８７１万円市民のまちづくり基金
９億０,９７３万円地域福祉基金
８億７,４２６万円公共施設整備基金
２億９,３２４万円減債基金
１億０,７７１万円シアター恵那関連基金
１億０,００１万円国際交流振興基金

８,８０３万円ふるさと創生基金
７,５６２万円新火葬場整備基金
７,１５０万円まちなみ保存整備基金
６,０００万円町誌編纂基金
５,６６７万円情報通信施設基金
４,９１６万円医療福祉施設整備基金
４,２５４万円簡易水道経営安定化基金
３,３７３万円ふるさと土と水基金
３,２４４万円人工透析施設整備基金
３,２２６万円公営住宅建設基金
１,４５０万円清掃施設基金
１,２００万円学校図書購入基金
１,１１０万円水道水源地保全かん養基金
１,０８３万円特定農山村地域振興基金
８５８万円岩村城再建基金
８４７万円学校建設基金
６８４万円福祉ボランティア基金
５８６万円り災救助基金
５８３万円不燃物処理施設整備基金
３８７万円消防施設整備基金
３５３万円農業機械基金
３５０万円観光施設建設基金
２３０万円新山村振興等農林漁業特別対策事業基金
１０１万円社会福祉施設整備基金

（特別会計に属する基金）
６億６,１８１万円国民健康保険給付基金
２億７,６９１万円下水道基金
２億１,０１５万円介護保険給付基金
１億６,５０１万円農業集落排水基金
１億２,４４３万円駐車場施設整備基金
１億１,９８３万円簡易水道基金

６,８９６万円交通災害共済基金
２,２０４万円上財産区運営基金
１,１４３万円遠山財産区運営基金
２３９万円国民健康保険診療所運営基金

（企業会計に属する基金）
１億３,５６７万円減債積立金（水道事業）

１,４００万円減債積立金（介護老人保健施設事業）
３００万円減債積立金（病院事業）

１１億４,６１９万円●定額の資金を運用する基金
９億５,５３１万円土地開発基金
１億５,１９７万円奨学資金貸付基金

２,２８６万円家畜貸与基金
１,６０５万円高額療養費貸与基金

＜一般会計の主な事業＞
総務費
・市民のまちづくり基金積立金（４億８,７１９万円）
・財務会計システム等開発経費（８,６８２万円）
・市長・市議会議員選挙費（５,４７８万円）
・地籍調査費（２億３,８８４万円）
・運輸対策費（武並駅、明知鉄道、バス対策）（９,４８１万円）
民生費
・心身障害者福祉費（１億８,５９０万円）
・福祉医療費（２億２,３９２万円）
・回想法センター整備費（７,２６１万円）
・やまびこ保育園増築（１,４８７万円）
・次世代育成支援行動計画の策定（４２２万円）
・保育所費（公立、私立運営助成）（４億６,１２９万円）
・生活保護費（６,０００万円）
・児童手当給付費（９,２６３万円）
・国民健康保険費（一般会計負担分）（２億８,９９９万円）
・老人医療費（一般会計負担分）（３億３２６万円）
・介護保険費（一般会計負担）（３億６,４４８万円）
・老人ホーム費（６,０５３万円）
衛生費
・保健予防費（予防接種等）（７,３６６万円）
・地域医療対策費（１億７,２７１万円）
・火葬場建設費（５億９,５２０万円）
・じん芥処理施設費（エコセンター・あおぞらほか）（４億
６,５３９万円）
・簡易水道事業費（一般会計負担分）（２億７,２５１万円）
農林水産業費
・中山間地等直接支払推進事業費（１億８,２１４万円）
・CATV整備事業費（山岡・串原）（６億３,７５０万円）
・林道新設改良事業費（１億６,６３０万円）…大沢線・カヤノ線
ほか
商工費
・商工振興費（商工会等補助金）（１,４４６万円）
・温泉開発事業費（運営・建設など）（９,０６０万円）
土木費
・道路橋梁新設改良費（９億４,６８９万円）…古瀬 1 号線、福祉
道路、雀子ケ根鏡山線、東雲バイパス , 寺田石山線、山岡町道
4 号線、大平柿畑線、谷下線ほか
・都市計画街路整備事業（２億１,８６５万円）…葛沢桑下線ほか
・土地区画整理事業（９,２２０万円）
・下水道費（一般会計負担分）（４億９,０５０万円）
・住宅建設費（鏡山、滝坂ほか）（７,４２７万円）
消防費
・常備消防費（３億５,８５１万円）
・非常備消防費（恵那・恵南消防団管理経費）（３,１６０万円）
・消防施設費（車両、施設などの整備）（１億５,７３６万円）
教育費
・小学校管理費（小学校の管理経費）（１億７９４万円）
・中学校管理費（中学校の管理経費）（５,３３４万円）
・幼稚園管理費（幼稚園の管理経費）（３,６７８万円）
・学校建設費（北小・長島小）（７億４４万円）
・文化振興費（会館運営、文化財保護など）（１億３,０８９万円）
…かえでホール運営、八王子神社修復、岩村町並み保存など
・まきがね公園管理経費（２,５３６万円）
・学校給食費（３億５９５万円）
・スケート場建設促進費（６,１７７万円）
災害復旧費
・土木施設災害復旧費（２億６,３５６万円）…串原村道川ケ渡木
根線他
＜特別会計の主な事業＞
簡易水道事業＝中野方建設事業費（６,７００万円）、横通阿妻建
設事業費（１億２１６万円）、大平建設事業費（８８９万円）、上矢
作建設事業費（１億２０４万円）
農業集落排水事業＝東野地区建設事業（１億６,００９万円）
下水道事業＝公共奥戸処理区建設事業（２億４,０１１万円）、特
環竹折処理区建設事業（３億３,８９８万円）、特環明智処理区建
設事業（１億５,６４３万円）、特環上矢作処理区建設事業（２億
３,７０５万円）
温泉事業＝ささゆり送湯管敷設など（７,６５０万円）
＜企業会計の主要事業＞
水道事業＝藤・山中茂立地区ポンプ場、配水管など（２億７１２
万円）、東野白坂地区配水地・ポンプ場（１億５,８８３万円）、
病院事業＝恵那病院改修工事（６億５,２３７万円）、恵那病院医
療機器購入、X線テレビほか（７,２８２万円）

16 年度の主な事業


